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Invention & Innovation

連結損益計算書

増減額 増減率

（百万円） 売上比(％) （百万円） 売上比(％) （百万円） （％）

売上高 88,609 100.0 90,276 100.0 1,667 1.9

売上総利益 22,331 25.2 24,246 26.9 1,914 8.6

営業利益 4,421 5.0 5,155 5.7 734 16.6

経常利益 12,007 13.6 14,601 16.2 2,594 21.6

親会社株主に帰属する当期純利益 9,857 11.1 12,131 13.4 2,273 23.1

設備投資額 2,535 6,882

減価償却費 3,317 3,306

研究開発費 2,058 2,027

連結
2024/3期 2025/3期

2025/3期のポイント

売上高：増収 半導体製造装置向け回復、物流業界向け北米で好転、自動車業界・建設機械向け低調

営業利益：増益 原材料価格転嫁の進捗、半導体製造装置向け等高付加化価値製品の売上回復により増益

経常利益：増益 半導体業界向けの需要が好調に推移したことにより持分法投資利益が増加



連結業績推移（四半期比較）
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セグメント別業績(累計比較)

セグメント別業績(累計比較)

2024/3期 2025/3期 増減額 増減率

(百万円) (百万円) (百万円) (%)

ベルト・ゴム 29,535 29,684 148 0.5

ホース・チューブ 31,697 31,518 △ 179 △ 0.6

化工品 11,822 13,029 1,206 10.2

その他産業用製品 11,475 11,527 52 0.5

その他 4,078 4,517 439 10.8

合計 88,609 90,276 1,667 1.9

2024/3期 2025/3期 増減額 増減率

(百万円) (百万円) (百万円) (%)

ベルト・ゴム 3,438 3,473 34 1.0

ホース・チューブ 7 147 139 1,822.8

化工品 454 1,015 560 123.3

その他産業用製品 438 261 △ 177 △ 40.4

その他 1,830 2,218 387 21.2

全社/連結調整 △ 1,749 △ 1,960 △ 211 ー

合計 4,421 5,155 734 16.6

営業利益

売上高



売上高(Q4累計) セグメント利益(Q4累計)

2024/3期Q4 2025/3期Q4 2024/3期Q4 2025/3期Q4

売上高
(百万円)

セグメント利益

 (百万円）

2024/3期 2025/3期

ベルト製品
・物流業界
・繊維業界
・紙工印刷業界
・半導体業界 等

ゴム化成品
・土木・橋梁業界
・工作機械 等

ゴム化成品
(デバイス)
・電子部品業界
・リネン業界

セグメント別四半期業績比較 べルト・ゴム製品事業

ベルト製品

・物流業界向けは国内低調、北米好転

・欧米、アジア地域で繊維業界向け低調

ゴム化成品

・電子部品業界向けが堅調

・RFID製品は前年度の特需が収束し低調

29,684百万円 3,473百万円29,535百万円 3,438百万円+0.5％ +1.0％



売上高(Q4累計) セグメント利益(Q4累計)

2024/3期Q4 2025/3期Q4 2024/3期Q4 2025/3期Q4

売上高
(百万円)

セグメント利益

 (百万円）

2024/3期 2025/3期

一般産業向け
ホース・チューブ
・半導体製造装置
・建設機械
・工作機械 等

オート向け
ホース・チューブ
・自動車業界
・トラック・バス 等

メカトロ製品
・自動車業界

一般産業向け

・国内の半導体製造装置向け回復傾向

・建設機械向け低調

・原材料価格高騰影響の販売価格への

転嫁の進捗

オート向け

・国内及び海外ともに低調

メカトロ製品

・国内及び中国向けが堅調

31,518百万円 147百万円31,697百万円 7百万円△0.6％ +139百万円

セグメント別四半期業績比較 ホース・チューブ製品事業



売上高(Q4累計) セグメント利益(Q4累計)

2024/3期Q4 2025/3期Q4 2024/3期Q4 2025/3期Q4

売上高
(百万円)

セグメント利益

 (百万円）

2024/3期 2025/3期

ゴム製品
(ゴムホース等)
・建設業界 等

エラストマー製品
・ＯＡ機器向け

ゴム製品
(鉄道部品)
・鉄道業界

セグメント別四半期業績比較 化工品事業

13,029百万円 1,015百万円11,822百万円 454百万円＋10.2％ +123.3%

ゴム製品

・鉄道業界向けは国内及び海外ともに堅調

エラストマー製品

・OA機器向けは中国での需要堅調



売上高(Q4累計) セグメント利益(Q4累計)

2024/3期Q4 2025/3期Q4 2024/3期Q4 2025/3期Q4

売上高
(百万円)

セグメント利益

 (百万円）

2024/3期 2025/3期

空調製品
(フィルタ製品）
・半導体業界
・製薬業界
・病院 等

空調製品
(測定器)
・半導体業界
・電子部品業界
・製薬業界 等

その他
（血液循環回路）
・医療向け

セグメント別四半期業績比較 その他産業用製品事業

空調製品

 ・半導体業界、製薬業界、病院向け等

フィルタ製品のリピート需要堅調

・測定器関連は低調

 その他

・血液循環回路等の医療用製品低調

11,527百万円 261百万円11,475百万円 438百万円+0.5％ △40.4％



売上高(Q4累計) セグメント利益(Q4累計)

2024/3期Q4 2025/3期Q4 2024/3期Q4 2025/3期Q4

売上高
(百万円)

セグメント利益

 (百万円）

2024/3期 2025/3期

不動産事業
・賃貸管理

その他
（森林経営）

その他
 (自動車教習事業)

セグメント別四半期業績比較 その他事業

経営指導

・対象事業の業績好調により増収

不動産事業

・前年並み

4,517百万円 2,218百万円4,078百万円 1,830百万円＋10.8％ +21.2％



海外売上高比率の推移

2024/3期

海外売上高比率 30.5％

2025/3期

海外売上高比率 32.4％

北米の需要増と円安影響により、海外売上高比率上昇



29,535 29,684 
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29,535 29,684

アジア 5,637 5,797

欧米 9,735 11,219

国内 14,162 12,667

売上高

（百万円）

19.1%

33.0%

48.0%

19.5%

37.8%

42.7%

欧米

(+15.2%)

国内

(△10.6%)

アジア

(+2.8%)

カッコの数値は前年同期比増減率

・(中国）物流・電子部品業界向けベルト製品：堅調

 繊維業界向けベルト製品：低調

・(北米)物流業界向けベルト製品：回復傾向 

・(欧州)繊維業界向けベルト製品：低調

・物流業界向けベルト製品：低調

・電子部品製造向け感温性粘着テープ：堅調

・リネン業界向けRFID製品：前年度の特需が収束し低調

地域別売上概況 ベルト・ゴム製品事業
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30.6%

8.6%

60.8%

31.2%
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59.8%

欧米

(+5.0%)

国内

(△2.3%)

アジア

(+1.3%)

カッコの数値は前年同期比増減率

・(中国)自動車製造ライン向けメカトロ製品：堅調

 建設機械向けホース・チューブ製品：低調

・(韓国)自動車向けチューブ製品：堅調

・(北米)自動車向けチューブ製品：回復傾向

・自動車向けチューブ製品：低調

・半導体製造装置向けチューブ製品：回復傾向

・自動車製造ライン向けメカトロ製品：堅調

（百万円）

地域別売上概況 ホース・チューブ製品事業



持分法投資利益の推移

※GUAの業界別割合は売上高をベースに
持分法投資利益を分割しています。

※地域別割合は持分法適用会社の所在国
等により区分した持分法投資利益の割合を
表しています。

ＧＵＡグループ
一般産業向けﾀｲﾐﾝｸﾞﾍﾞﾙﾄ、ﾌﾟｰﾘ
（半導体製造装置、ﾛﾎﾞｯﾄ、工作機械等）
自動車向けﾀｲﾐﾝｸﾞﾍﾞﾙﾄ、ﾃﾝｼｮﾅｰ

・自動車業界向けは低調
・一般産業向けは半導体製造装置向け回復傾向

ＮＤＩグループ
半導体業界向け研磨ﾊﾟｯﾄﾞ、ｽﾗﾘｰ

・半導体業界向け好調
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(百万円) ＧＵＡグループ ＮＤＩグループ その他

2025/3期2024/3期

ＧＵＡグループ 821 930 983 1,250 1,129 1,151 1,229 1,215

ＮＤＩグループ 733 801 714 825 1,006 969 1,091 939

その他 △ 8 △ 9 △ 21 △ 18 △ 15 △ 19 △ 16 △ 10

累計期間 1,546 3,268 4,944 7,001 2,120 4,221 6,525 8,669
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業績予想

※米国の関税政策とそれに対する各国の反応が当社の事業及び業績に与える影響については、現時点で不透明な要素が多く、
 その影響を合理的に見積もることは困難なため、次期の連結業績予想には織り込んでおりません。

上期 下期 通期 上期予想 下期予想 通期予想

売上高 44,354 45,922 90,276 45,000 47,000 92,000 1,723 1.9

営業利益 2,563 2,592 5,155 2,600 2,700 5,300 144 2.8

経常利益 7,248 7,352 14,601 6,900 7,100 14,000 △ 601 △ 4.1

親会社株主に帰属する

当期純利益
5,831 6,299 12,131 5,700 5,800 11,500 △ 631 △ 5.2

設備投資額

減価償却費

研究開発費 2,027 2,000

連結

6,882 4,000

3,306

増減額

(百万円)

増減率

(％)

2025/3期実績(百万円） 2026/3期予想(百万円）

3,400



設備投資額、減価償却費、研究開発費

2025/3期は、韓国・タイ等海外拠点の工場拡張、製造設備、持分法適用会社向け倉庫新設など、

成長に向けた投資を実施。2026/3期は、インドの工場新設等を予定しています。
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成 長 戦 略
ものづくりを核としたシフトイノベーター

資 本 効 率

企業価値最大化

深化型SHIFT
（既存事業の強化）

(Improvement)

探索型SHIFT
（新規事業の模索）

(Innovation)

株 主 還 元
フェーズ2の期間中 ～ 2028年3月期

➢ ＲＯＩＣ経営の推進

➢ 事業、製品ポートフォリオの最適化
による資源配分

➢ 政策保有株式の縮減

➢ 毎年着実な増配（10円以上の増配）

➢ 配当性向30%以上、DOE2.5%以上

➢ 機動的な自社株買いの実施



SHIFT
     SHIFT for Growth
     

SHIFT
    SHIFT for Corporate Value Enhancement
       

ESG SDGs Goal

SHIFT
   SHIFT for Further Globalization



◼

◼

◼

※ 事業ＲＯＩＣ計算式：税引後営業利益 ／ 期首期末平均事業資産（運転資本 ＋ 有形・無形固定資産）
※ 表内下線の目標値は、当初計画から変更した項目

SHIFT2030フェーズ１
2024年度実績

売上高 ：902億円
営業利益率 ：5.7％

新製品売上比率 ：7.1％
海外売上高増加率：143％
（FY2020比）

設備投資額 ：187億円
（４年間）

SHIFT2030 フェーズ２
2027年度 目標

売上高 ：1,050億円
営業利益率 ：7％
事業ＲＯＩＣ

※
    ：7％

新製品売上比率 ：10％
海外売上高増加率：160％
（FY2020比）

設備投資等 ：170億円
（３年間）

SHIFT2030フェーズ３ 
2030年度 目標

売上高 ：1,200億円
営業利益率 ：8％
事業ＲＯＩＣ

※
    ：9％

新製品売上比率 ：10％
海外売上高増加率：180％
（FY2020比）

設備投資等 ：150億円
（３年間）
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FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025 FY2026 FY2027 FY2028 FY2029 FY2030

単位：億円

売上高 海外売上高 営業利益率 事業ＲＯＩＣ

フェーズ2 中計目標フェーズ1 フェーズ3 中計目標

※数字は海外売上高増加比率（FY2020比）

実績

フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３ フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３

2024 2027 2030 2024 2027 2030

 売上高（億円） （億円） 900 - 1,150+α 902 1,050 1,200

 営業利益率 （％） 5.0% - 8.0% 5.7% 7.0% 8.0%

 事業ROIC※ （％） - - - - 7.0% 9.0%

 新製品売上高比率 （％） 10% - 10% 7.1% 10% 10%

 海外売上高増加率(FY2020比） （％） 130% - 170% 143% 160% 180%

 設備投資等（億円） （億円） 218 94 88 187 170 150

※事業ROIC計算式　　税引後営業利益　／期首期末平均事業資産（運転資本 ＋ 有形・無形固定資産）

当初中計SHIFT2030 見直後中計目標



218 

296 

364 

408 

2020 ﾌｪｰｽﾞ1

2024

ﾌｪｰｽﾞ2

2027

ﾌｪｰｽﾞ3

2030

売上高化成品(億円)

売上高ベルト(億円)

ベルト製品：既存市場への深耕
搬送ビジネスにリソース集中
「伝動」から「搬送」へのウエイトシフト

省人化が進む物流市場でのシェア拡大
ソリューション営業の強化

多様化する食品市場でのシェア拡大

高機能製品・差別化製品の投入

 NLGTM ポリスプリントTM

デバイス製品:電子部品･新市場での拡大
高機能製品開発による新たな基盤事業の創出

感温性粘着テープ（インテリマーTM）
電子部品製造工程での採用
周辺市場への水平展開

ＲＦＩＤタグ
洗浄を要するリネンサプライ業界での採用
ユニホームなど新用途への展開

グローバル展開の更なる加速、積極投資
（北米・インド・アセアン地域）

北米物流市場でのシェア拡大

インド市場売上拡大のための新工場建設
 アセアン地域への深耕
 インテリマーTM、ＲＦＩＤタグの拡販

次世代へつなぐ「伝える・運ぶ」を Breakthrough

インドの製造拠点
Nitta Corporation India
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315 

398 

451 

2020 ﾌｪｰｽﾞ1

2024

ﾌｪｰｽﾞ2

2027

ﾌｪｰｽﾞ3

2030

売上高メカトロ(億円)

売上高オート(億円)

売上高一般(億円)

成長市場への積極投資
半導体製造装置向け拡大
データセンター等冷却製品開発推進

 今後半導体関連の拡大が予想される
中国、台湾など海外にも拡大推進

洗浄機など半導体製造装置に多く実績

クリーンチューブ、ケミフィット

自動車･電力･エレクトロニクス分野向け
サーマルマネージメント

熱管理に適した製品の開発推進

グローバル展開と積極的なアライアンス
＜北中米、インド、アセアン＞

ニッチ市場でのグローバルＮＯ.１を目指す

タイ第２工場棟建設
Nitta Corporation Thailand

韓国工場移転・拡張
Korea Nitta Moore

インドでのホース・チューブ製造拠点
Nitta Corporation India

電気自動車バッテリー冷却配管

データセンター向け冷却配管・継手

ネットワークを強化し北中米における
「油圧市場への拡販」「半導体市場への拡販」遂行

インドの製造拠点機能を拡大、日系中心からローカル企業との
ビジネスにシフト
タイ工場拡張・機能強化によるアセアンビジネスの展開加速



120 
130 

144 

167 

2020 ﾌｪｰｽﾞ1

2024

ﾌｪｰｽﾞ2

2027

ﾌｪｰｽﾞ3

2030

売上高化工品(億円)

鉄道車両部品の強化
・国内：広域市場への参入及び拡販推進
・海外：更なるグローバル化の推進
・グローバル供給体制の確立
・コスト優位性の確保
・海外規格、顧客要求を満足する製品開発

グローバル化の推進
・鉄道車両部品
欧州・インド・アジア市場で売上拡大

・ＯＡ機器部品はメーカーの業界再編／
アセアンシフトに追随して事業強化

選択と集中による事業構造改革
・低収益製品からの撤退・資源再配分

「選択と集中」による収益基盤確立とグローバル推進

鉄道

鉄道

低収
益

引布

引布

低収
益

引布・樹脂製品の拡大
・「ニッチトップ」の優位性を活かした
引布加工品の国内市場攻略

・薄膜技術と加工技術の融合
・樹脂製品の工場移管完遂と拡販

OA
機器

OA
機器



63 

82 

94 

108 

2020 ﾌｪｰｽﾞ1

2024

ﾌｪｰｽﾞ2

2027

ﾌｪｰｽﾞ3

2030

売上高クリーン(億円)

(ｸﾘｰﾝｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ製品)

半導体・製薬市場への拡販
半導体や製薬など成長市場のクリーン
ルーム用にフィルタ製品拡販
半導体・液晶製造向けに、高付加価値な
ケミカルフィルタ製品の拡販

ライフサイエンス分野への販売推進
ＢＣＬＥＥＮ

※
として、空気清浄、環境

モニタリング、除染の技術でライフサイ
エンス分野に無菌環境提供サービス推進
※BCLEEN：Biological Clean Engineering

SDGsに対応する環境製品の販売拡大
環境配慮型製品として、エミレント
フィルタ、新型の低圧損フィルタの
開発による販売拡大

空間をきれいに、空気洗浄・測定・除染

海外市場への展開
インド、アジアにおける市場開拓および
販売拡大
半導体や製薬を中心とした工場空調
をターゲットとするHEPA、ULPAフィルタ
の販売推進
SDGs提案を展開し、エミレントフィルタ
による空調機用フィルタの販売推進



の認証取得

･

･
･

･

･
･

･



財務資産

事業資産
運転資本

（売上債権＋棚卸資産ー仕入債務）
有形・無形固定資産

営業利益（税引前）

配当収入＋ｷｬﾋﾟﾀﾙｹﾞｲﾝ

持分法投資利益

キャッシュ・アロケーション

資本効率 ＲＯＩＣ改善
事業ＲＯＩＣを新たな指標として導入。各事業
に資本コスト７％を上回る事業ＲＯＩＣの実現
を求めることで資本効率改善を図る

事業ＲＯＩＣ
※
（フェーズ２目標値）７％

※事業ＲＯＩＣ＝税引後営業利益÷期首期末平均事業資産
（運転資本＋ 有形・無形固定資産）

株主還元
累進配当、機動的な自社株取得

成長投資資金
事業投資、成長投資（M&A)

運転資金
売上高月商の４カ月程度を保持

政策保有株式の縮小
純資産の８％を目標

関連会社支援強化
ＧＵＡグループ、ＮＤＩグループ
継続した収益性確保のための支援
ＪＶパートナーとの協力関係の持続的強化

投資有価証券（政策保有株式）

現預金
有価証券
投資有価証券（債券等）

投資有価証券（持分法適用会社）



138 126 

2024実績 2027中計 2030中計

売掛日数 棚卸日数

CCC 買掛日数

ＣＣＣ改善営業利益率改善 投資判断

売上債権や棚卸資産の適正化に
より、ＣＣＣ（ｷｬｯｼｭｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ｻｲｸﾙ）を短縮、資本効率改善

2030年改善目標 12日
＜24年度→ 30年度＞

約30億円改善目標

成長投資実行時における
資本コストを意識した

投資判断

投資効果＞資本コスト※

※資本コスト７％

事業資産に対する収益率事業ＲＯＩＣ ※
 の改善

目標値： フェーズ２ ７％ フェーズ３ ９％

※事業ＲＯＩＣ＝税引後営業利益 ÷ 期首期末平均事業資産（運転資本＋有形･無形固定資産）

売上高ＵＰ、原価低減
ポートフォリオマネジメント
等による営業利益率改善

フェーズ2 目標７％

フェーズ3 目標８％



ＧＵＡグループ ＮＤＩグループ

【自動車・一般産業向けタイミングベルト・プーリ製造販売】

自動車業界のＥＶ化の影響を受けるが
半導体製造装置向け等もあり業績は堅調に推移
自動車用タイミングベルトのトップシェア
半導体業界等の精密駆動用ベルト高シェア

【半導体向け研磨パッド・スラリー製造販売】

需要は１００%半導体業界
昨今の半導体業界好景気を受け好調
国内CMP研磨パッドでトップシェア

ＮＤＩグループ持分法投資利益推移
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ＧＵＡグループ持分法投資利益推移
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32.1
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21/3 22/3 23/3 24/３ 25/3(予) 26/3(予) 27/3(予) 28/3(予)

記念配当（円）

年間配当金（円）

連結配当性向(%)

普通配当135円
記念配当 5円
年間配当140円

安定的：配当性向30％以上
ＤＯＥ※   2.5%以上

※支払配当金÷株主資本（純資産よりその他の資本構成（為替換
算調整勘定、その他有価証券評価差額金等）を除く）

着実な増配：
毎年10円以上の増配

継続的：SHIFT2030フェーズ２
～2028年3月期まで

累進配当
毎年１０円以上増配
ＤＯＥ２．５%以上

自己株式購入：
・株主還元の一環として機動的な
自社株買い

・必要以上保有の自己株式の消却



△27.6%

△38.0%

△46.0%

カーボン
ニュートラル



･






	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12: 　
	スライド 13: 　
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16: 　 
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19: 中長期経営計画『SHIFT2030』 　　　フェーズ2（2025-27） 
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38

